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高知県におけるツブスジドロムシの追加記録 
 

辻󠄀 雄介 1・近藤英文 1 
 

1株式会社 相愛 

  

種の記録 

Elmidae ヒメドロムシ科 

Paramacronychus granulatus Nomura, 1958 

ツブスジドロムシ（写真１A） 

標本 採集年月日：2022 年 11 月 23 日．採集場所：

高知県安田町瀬切［33.53417806N, 134.04429028E］

（安田川水系）．採集数：1 個体．採集者：近藤英文．

標本保管：公益財団法人 ホシザキグリーン財団． 

種の特徴 

体長 2.4mm．背面は赤褐色～暗褐色で光沢がない．

上翅の第 3，5，7，9間室は隆起列となり，後端部は顆

粒が密集する．体形はやや幅広い楕円形．以上の特

徴は本種に一致する（中島ほか，2020）． 

備考 

国内では本州・四国・九州（南部）・南西諸島（屋久

島）に広く分布するが，産地は局地的で生息地での

個体数は多くない（中島ほか，2020）．県内における

記録は小川（2013）による大豊町（吉野川水系）からの

報告のみと思われる． 

本報で記録した標本は，小渓流に設置された砂防堰

堤下（写真 1B）にある直径 10cm程度の石の裏に張り

付いていたものを採集した．  
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写真１ A：Paramacronychus granulatu. Nomura, 1958 ツブスジドロムシ，B：確認地点 
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